















































































熙年間、江西の書籍商が四川にあいついでやって来て、書肆を構えて江蘇や浙 の説唱本を販売したことが契機となり、次第に発展していったという。乾隆、嘉慶期には、四川の書籍商が自ら開業するようになり、説唱本を印刷出版する書肆が ぎつぎと出現し、成都、重慶、綿竹 岳池に四大集団を形成した。そ 後、光緒期から一九四九年前後にかけては、川劇の愛好者の増加、説唱本の社会的な需要の高まりにより、書肆の数も地域も拡大した。成都、重慶、崇慶、富順、合川、合州 嘉定、楽山、瀘州、綿竹、南充 内江 邛崍、遂寧、銅梁、新都、岳池 叙府等、四川全域に二百件近くにのぼる民間書肆が存在し そ うち成都に百余件、重慶に三十余件、崇慶、順慶、長寿 灌県 合州、瀘州綿竹等に二十余件あったことが確認されている。　「劉氏目録」に収録される四川説唱本のうち、道光、咸豊、同治年間に出版されたものの現存数は少なく、 『八仙図』 （道光二十五 、成都・栄桂堂刻本） 、 『辞曹帰漢』 （道光二十八年 綿竹・文運堂刻本） 、 『陰陽盞』 （咸豊二年刻本） 、 『勧
婊
接客』 （咸豊
























雙紅堂には咸豊から光緒年間までの版本が所蔵されており、古い順に、清の咸豊年間『四大名山』 （咸豊三年刻本） 、 『鐵球山』（咸豊九年、邛州・長盛堂刻本） 、 『戦神亭』 （咸豊九年刻本） 、 『藕花院』 （咸豊十年、崇慶・高鴻發堂刻本）の四冊、次に同治年間『雙八卦』 （同治十二年、文義 の一冊、そのほか五十九冊はすべて光緒年間あるいは出版年不明の刊本である。ここでも「劉氏目録」と同様に、道光 咸豊 同治年間の版本が少なく、咸豊、同治刊本がわずかに五冊で、道光のも はない。　
また、 「黄氏目録」で黄氏が四川説唱本の価値に言及したこと












咸豊年間が八種、同治年間が七種、光緒年間が五種、残りの六種は刊行年不明である。ここから、神原文庫に これまで現存数が少ないとされていた、道光、咸豊、同治年間の比較的年代 古い版本がまとまって残されている とが分かる。また、神原文庫には、 「黄氏目録」所収の六十四種の演目と 一の は存在せず「劉氏目録」所収の千百余種と同じ演目は十一種存在した。これらを「劉氏目録」の書誌情報と比較した結果 神原文庫 版本の方が、いずれも出版年代が古いこ も明らかとなった。　
さらに、神原文庫の清末四川説唱本の発見により、先に挙げ
た「劉氏書坊名録」に記載される二百三十五件の書肆の情報が、

















まず、 『九仙圖』 「閙筵」の巻末の表記をみてみたい。 『九仙圖』
の物語は全部で十七の場面に分かれており、 「閙筵」は七つ目の話である。 （漢字は原文に従うが、俗字は正字に直し、磨滅して判読不能な箇所 ■で補う）
靑城喜三元筆嗣出書目、一箭媒、二龍珠後双上墳、三滴水、四靈報、五經魁、六桂縁、七星樓、八寶瓶、九仙圖已刻出、十惡記、以上其書十巻俱是依陰隲文上勧戒條■
この作品は「青城（四川省灌県）の喜三元」という人物の筆に成
















個々朋友可翻、獨不許明月樓翻刻我的（説唱、小説 問わず、私喜三元の作品が出れば、友人たちは出版してよいが、ただ明月楼だけは私の書を出版することを許さない） 」と始まり なかなか不穏である。以下にその理由が長々と綴られるが、ここでは抜粋して述べる。ある日、喜三元は「聴得呉家請我作書、毎本串二酬力、我當他是真言、回家嘔盡心血 九仙、二龍両本写的規規益益、書成送到 家、他説多少不一、多的纔与串弐、少的只算四百、我説也莫来頭、朋友義気難得（呉家（明月楼）が私に、一冊銭二さしの報酬で書を作って欲しいと頼んでいる 聞き真実と思い、家に帰って心血を注いで 『九仙圖』と『二龍珠』の二冊を利益をかんがみて書き、完成す と呉家に届けた。彼は多くて銭二さし、少ないと四百だけになると言い 私は そ も構わない、友人の義侠心は得難いものだと答えた） 」という。の後、呉家は「一定十月間来、与你一串六百 我也當成真話、回家等到十月（きっと十か月中に銭一さし六百を渡すと言ったので、私は真実だと思 家に帰って十 月まで待った） 」そうで
ある。しかし、結局は、 「我的書原放在他家放了両三個月、暗地騰抄起来、 〈騙〉我一串六百、私刻遠方去賣（私の書は、彼の家に二、 三か月置かれて、ひそかに書き写され、私を銭一さし六百と騙し、個人で印刷して遠方に売り 行ってしまった」 、 「此不仁不義、人面獣心奸賊（この仁義に悖る、人間の顔をして獣の心を持った裏切り者） 」と罵り、 「因此我也憂気記在書之後葉、不翻我板便罷（そのため私も書の末葉に憂慮を記した。私の版を出版しなければそれまでのこと 言い放ち、最後は「有仁有義朋友儘翻、実不許呉家明月樓、要書舗翻刻、我労心費力、嘔盡心血（仁義ある友人はことごとく出版するが、実に呉家明月楼は許さない、もしどこかの書肆が出版するなら、私は心身を労して、心血を注ぐ） 」と締めくくら る。　
劉氏『四川坊刻曲本考略』によると、明月楼は崇慶にあった書










































































































































































































































































































































































































































































































































































































神原氏がどのようにして説唱本を入手したのか現時点では不明だが、神原文庫には、大正十（一九二一）年から昭和九（一九三四）年辺りまでの各書店から 請求書や領収書（京都の竹苞書楼、細川開益堂書店、山本 華堂、東京のほんよし書店、嚴松堂書店等が主な取引先） 、図書購入覚書等数百点にお ぶ資料や、自筆の日記 残されているため、購入や譲渡の可能性を考えながら、これらの資料を調査する予定である。
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近年の雙紅堂所蔵四川説唱本に関する研究は以下のとおり。馬程偉「雙紅堂藏清末四川地方戯唱本『翠屏山』研究」 （ 『剣南文学・経典閲読』二〇一一年第八期） 、劉鴎儀「雙紅堂藏清末四川唱本『新刻錦江楼』整理研究」 （ 『剣南文学・経典閲読』二〇一一年第九期） 、李秀鋒「雙紅堂藏清末四川唱本 金釵鈿』研究」 （ 『剣南文学・経典閲読』二〇一一年第九期） 、龍橋波「雙紅堂藏清末四川唱本六十四冊之『七星剣』整理研究」 （ 『剣南文学・経典教苑』二〇一一年第八期） 、楊新「雙紅堂藏清末四川唱本『戦神亭』整理研究」 （ 『北方文学』二〇一一年八月刊） 、関満春「雙紅堂 跪営門 整理研究」（ 『文学界・理論版』二〇一一年第七期） 、王雋「雙紅堂藏清末四川唱本『狐鳳配』研究」 （ 『四川戯劇 〇一一年第六期、総第一一四期） 、湯靚「雙紅堂藏清末四川唱本 游金河 研究（ 『北方文学』二〇一年八月刊） 、鄭妙苗「雙紅堂藏清末 唱本『梅伯高』 」 （ 『金田・励志』二〇一一年第八期） 、王軍春「雙紅堂藏清末四川唱本『反買康研究」 （ 『青春歳月』二〇一一年第一八期） 、陶波・陳曦「雙紅堂藏清末四川坊刻曲本 趙顔求寿 研究」 （ 『剣南文学・経典教苑』二〇一二年第一一期） 、丁淑梅「東大本雙紅堂藏清末四川俗曲唱本九種研究」（ 『西華師範大学学報（哲学社会科学版） 』二〇一二年第一期） 、丁淑梅「雙紅堂藏清末四川唱本『三匣剣』研究」 （ 『学術論壇』二〇一 年第七期、総集二八二期） 、丁淑梅「雙紅堂藏清末四川唱本『鈹羅当游江南』整理研究」 （ 『民族芸術研究』二〇一四 第六期
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封面に「文運堂」とは印刷されていないが、巻末に「綿邑東街文運
堂刻」とある。
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甚至还可以体会到书房主人的喜怒哀乐。 」
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台湾中央研究院歴史語言研究所傅斯年図書館蔵
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